
設置してから１０年経ったら交換しましょう！
1年に1度は本体の点検をしましょう！
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あなたのお家の

住宅用火災警報器

設置から10年以上経っている場合は，
本体の劣化や電池切れなどで，
火災を感知しないおそれがあります。
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点検方法

警報音の違い

本体のひもを引くものや，
ボタンを押して点検するものがあります。 点検して異常が

あれば，本体を
交換しましょう。

回収場所一覧

交換した住宅用火災警報器の回収・リサイクルにご協力ください。
市内の小型家電回収拠点で回収をしています。
回収BOX等に持ち込むことができない場合は，消防署(出張所)でも回収しています。

➡

➡

消防用設備の販売店，家電量販店，町の電気屋さん，インターネットなど，いろいろな
ところで購入できます。
京都市では，住宅用火災警報器の自主防災会単位での共同購入を勧めています。



火災発生
件数！

（過去５年間）
※平成29年～令和3年

京都市で過去５年間に発生した建物火災の多くは，住宅から発生しています。
住宅火災による死者の約８割が６５歳以上の高齢者等※です。
※65歳以上の高齢者及び身体に障害のある方
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防火のチェックポイント
□建物の周りなどに燃えやすい物を置かない
□物置や空き家にはしっかり鍵を掛ける
□夜間には屋外の照明を点灯し，明るくする
□センサーライトなど放火防止に有効な機器を設置する
□地域の防火見回り活動等に積極的に参加する
□車やバイクのボディカバーは防炎品を使う

放火

□吸い殻は確実に消火
□寝たばこは絶対しない
□灰皿は縁の広いものを
　使用し，水を入れておく
□就寝前や出掛ける前に喫煙場所を確認

たばこ

□こんろの周りに燃えやすい物を置かない
□火を付けたままで，台所
　を離れない
□着衣着火に注意
□天ぷらなべ火災に注意

こんろ

□プラグは乾いた布で掃除する
□たこ足配線にしない
□コードを束ねて使用しない
□コードを家具などで踏みつけない

電気配線（コード）

□ストーブの上で洗濯物を乾かさない
□ストーブの周りに燃えやすい物を
　置かない
□ストーブを付けたまま，就寝
　しない
□火を付けたまま給油しない

暖房器具

□ローソクや線香の周りに燃えやすい物
　を置かない
□ローソク立ては安定した物を使用する
□使用後は確実に火を消す
□ローソクや線香に火を付けたまま，
　その場を離れない

ローソク・線香
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高齢者等以外高齢者等以外17％
（6人）
17％
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住宅火災による
死者数（放火自殺者等を除く）
35人

住宅火災による
死者数（放火自殺者等を除く）
35人


